
Thermo fisher RAWファイル
変換

.RAW -> .imdx



IMDX コンバーター起動、RAWファイル
選択

拡張子が.RAWのファイルを選択します。



データ点数が表示されます



MSイメージの横(x)と縦(y)の点数を入力



データの先頭や末尾に余分な測定点があ
る場合は”無効データ点数”を入力



データ点数=ピクセル数＋無効データ点数
でないといけません。



測定点のピッチを入力



測定のスキャンの情報を入力



スキャンパターン：
フライバックとジグザグ

フライバック

スキャン方向が一定

ジグザグ

スキャン方向が交互



スキャン方向
スキャンパターン：フライバック
スキャン方向 ：左から右

スキャンパターン：フライバック
スキャン方向 ：右から左

スキャンパターン：ジグザグ
スキャン方向 ：左から右

スキャンパターン：ジグザグ
スキャン方向 ：右から左

=第1スキャンの進行方向
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スキャンパターン ：フライバック
スキャン方向 ：下から上
スキャンシーケンス ：右から左

スキャンシーケンス
スキャンパターン ：フライバック
スキャン方向 ：左から右
スキャンシーケンス ：上から下
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スキャンパターン ：ジグザグ
スキャン方向 ：左から右
スキャンシーケンス ：下から上

５
４
３
２
１

スキャンパターン ：ジグザグ
スキャン方向 ：下から上
スキャンシーケンス ：左から右
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=第1スキャンに対する第2スキャン以降の進行方向



スキャン方向とスキャンシーケンス
• スキャン方向

• 第1スキャンの方向
• スキャンシーケンス

• 第1スキャンに対する第2スキャン以降の進行方向
⇒スキャン方向が「左から右」、スキャンシーケンスが「右から左」
のような同種の向きには設定できません。

１
２
３
４
５

５
４
３
２
１

上
か
ら
下

下
か
ら
上

スキャン方向が「左から右」ならスキャンシーケンスは
「上から下」または「下から上」に設定します



サンプリング間隔

“ppm”の上限値を入力してください。
（この例だと 1.21)



設定が完了したら、”変換リストに追加”、”
コンバート実行” を押します。
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